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11・は じめに

　新幹線は世界の鉄道に先駆けて 高速

営業運転を開始 して以来，東海道，山

陽，東北，上越，長野，九州 と 日本全

国にネ ッ トワークが広が り路線総延長

キ ロ 約 2176km と な っ て い る，

2004 年末 には現在建設中の区 間に

加え て ，北海道の 函館 ，北陸 の 金沢 、

九州の 長 崎 に 至 る 延 伸 が 決定 さ れ た ．

　こ の ような状況の中で ，特に東日本

エ リア で は，今後東京からの路線距離

が 670km （新青森）を超え る よ うな

遠距離となる．新幹線 の 航空機 に対す

る競争優位性を今後ともに保持するた

め に は ，さ らなる速度向上を行 い ，到

達時間 をよ り短 くしてお く必要 があ

る ．

　
一

方，2004 年 10 月 23 日新潟中

越 エ リア を襲 っ た 直下 型地震 に よ り，

約 200km ／ hで 走行中の新幹線車両

が脱線した．こ れは ，新幹線開業以来

初の出来事で ある．幸 い
一

人の 死 傷者

もなく新幹線が 40 年以上 にわたり築

い て き た安全記録は塗 り替えられるこ

と は な か っ た ，しか し，こ の 事象 が 鉄

道関係者を は じめ 社会に与えた衝撃は

大きく，こ の 経験を新幹線の さ らな る

安全性向上 に 生 か す べ く，JR 東 日本

を始め関係機関で 現象解明や今後の対

策が議論されて い ると ころで ある，

　 したがっ て ，今後求められ る ，新幹

線の 速度向上 と 大地震など万が
一

の 事

態へ の対策を両立さぜるこ とも重要な

課題 で あ る ，

1・・海外の状況

　特 に ヨーロ ッ パで は ，市 場 統合と環

境施策に重きを置く EU 政策に 基づ い

て 、高 速 新 線 の 建 設 が 推進 さ れ，

2010 年 に は約 6000km を超え る

高速鉄道ネ ッ トワ
ー

クが出現する と言

われている，す で に，フ ラ ン ス TGV

や ドイツ IGEで は，300km ／ h 運転

が数年前から実施さ れ て お り，イタ 1丿

アも 2005 年開業予定 の ロ
ー

マ〜ナ

ポリで は，300km ／ h 運転を 目指 し

て い る．さ らに，ス ペ イ ン は 2005

年全線開業予定のマ ドリッ ド〜バルセ

ロ
ーナ で 350km ／ h運転を予定 して

い る し，フ ラ ン ス も 2007 年開業予

定 の TGV 東線 （パ リ〜ポー
ドル ク

ー

ル）で は，320km ／ h 運転を予定し

て い る ，

la 謝 飜
の 目指

　 新幹線が将来ともに魅力的で 競争優

位な高速輸送機関であるためには，い

くつ か の 必要条件が考え られ る ．ま

ず，第一に，安全性 ・
信頼性の 確保で

ある，高速鉄道 に おい て ，こ の こ と は

基本的な要件 で ある．さらに，新潟中

越地震 の ような万
一

の 事態 に おい て も

究極の安全が実現可能なように，万全

の 策を地道にとっ ておくこ とも重要で

あ る ．第 二 に ，よ り安定 した高速走行

を実現するこ と に より長距離都市間の

至1」達時間短縮を進 め る こ とで あ る ，交

通機 関 に と っ て この こ と が竸争力 の 源

泉 とな る ，第三 は 環境との 調和で あ

る ．走行に伴 っ て 発生する騒音 ・振動

を許容され る レベ ル 以 下 に 押さえ 込 む

こ とは必須 で ある．ある意味で は，こ

の対策ができるかどうかが今後の速度

向上の鍵 （かぎ）を握 っ て い るともい

え る ．第 四 は快適性の 向上 で あ る ．高

速走行中であ っ ても車内での乗り心地

や静粛1生が優れ てい る こ と は 乗り物 と

して 基 本的な 要件で あ り，ゆ っ た り と

快適に 目的地に 行け る の は鉄道が航空

機や自動車よ りも優位に立 て る点で も

ある ．
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図 1　 E954 形 式新 幹線 高速 試験 電車 の 概 要

■
　4．新幹線高速試験電車

　　　の開発

　JR 東日本で は ，2002 年よ り社内

に 「新幹線高速化プロ ジ ェ ク ト」を設

置 し，JR 東日本研究開発セ ン タ
ー

を

中心に 360km ／ h レベ ル の 高速化実

現のための研究開発を推進 して い る，

こ の 間，目標を実現す る ため に必要な

要素開発を 進 め る と と も に，現 有 車両

を使 っ て ，高速試験を実施し各種基本

データの 把握なども行 っ て ぎた．

　 さらに，要 素開 発の 成 果 を車 両 全体

の シ ス テ ムとして まとめ上げて ，高速

試験電車を製作中である，

　 新幹線高速試験電車 として ，新幹線

専用 （E954 系 8 両編成），新幹線在

来直通車両 （E955 系 6 両編成）の 2

編成が製作中で あ る ，こ れ は ，JR 東

日 本の 新幹線に お い て は ，両 タ イ プの

併結運転が必須で あ り，と も に高速タ

イ プを開発 して お くこ とが必要だから

で あ る ．

　開発目標 は 360km ／ h の安定運行

で あ る が，試験電車の最高速度性能は

405km ／ h と して い る．そ のた め

に，新た に開発 した小型高出力の 主回

路機器や高速対応のブレ
ー

キ装置を搭

載する．高速走行における信頼性を確

保する ため に ，新た に 開発 した 台車 や

走行部品を搭載 し徹底 した耐久試験を

実施す る ，ま た ，着雪 しに くい車体構

造 な ど とす る ，

　騒音を抑制する ために ，編成あたり

1パ ン タグラ フ （こ れまで は 2台）に

する とともに 低騒音形状とする，さら

に，車両間の 全周ポロ ，吸音式 の 床下

構造なども採用する．また，トン ネル

突入時の 圧力波を抑制する た め に先頭

車両を ロ ン グ ノーズ化す る ．

　360km ／ h走行に お い て も 現在の

新幹線と同等以上 の 乗 り心地と車内静

粛 性 を確 保す る た め に ，台車各諸元 の

変更や ア クテ ィ ブサス ペ ン シ ョ ン の 改

良を図るほか，遮音性の 高 い 車体構造

とする ．また、乗 り心地を損なうこ と

な く曲線を高速で通過する ために ，台

車の 空気ばねを活用 した車体傾斜装置

を搭載する．

　新幹 線専用車両 は 2005 年 6 月，

新幹線在来直通車両は 2006 年春の

落成 を 予定 して お り ，そ れ ぞ れ の車両

落成後 ，東 北 新幹線を 中 心 に 各種 高速

試験を実施予定で あ る ．

　図1 に，新幹線試験電車 （E954 形

式）の 概要を示 す ，

卜枷 1・

　新幹線の さ ら な る 高速化 は ，今後 の

路線ネ ッ トワーク の延伸や航空機な ど

対抗輸送機関との 競争を意識した，鉄

道 の 自己 革新で あ る ．よ っ て ，世 界 を

相手に した覇権争い で はない ，

　ただ し，世界 の 高速鉄道の先駆けと

な っ たの は 日本 の 新幹線 で あり，今後

ともに世界 に冠たる トッ プラ ン ナ
ー

で

あり続けたいと願 っ ている．
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